
SF 作家アイザック・アシモフに

よって書かれた，ロボット工学 3原

則（Three Laws of  Robotics）と

はロボットが従う原則であり，内容

としては

・第一条：ロボットは人間に危害を

加えてはならない。また，その危

険を看過することによって，人間

に危害を及ぼしてはならない。

・第二条：ロボットは人間からあた

えられた命令に服従しなければな

らない。ただしあたえられた命令

が，第一条に反する場合は，この

限りではない。

・第 3条：ロボットは，前提第一条

および第二条に反するおそれのな

いかぎり，自己をまもらなければ

ならない。

というようなものです。これは人間

にも同じように言えるものだと思い

ますし，ロボットのほうがずっと賢

い。作業量は多いし安全だし，手抜

きもしなければ嘘も付かない，徒党

を組んで悪さもしない。欠点は故障

もするし，人間にはなれない。だけ

ど，人間よりやさしい面も持ってい

るのではないだろうか？

阪神淡路大震災で倒壊した六甲道

駅の復旧工事のとき，傾いた高架橋

の下の危険な部分に入ったのは，地

震発生以来，外国の捜査犬くらいし

かいなかった。

まだ余震が続く危険な場所で高架

橋の梁を支える仕事をしたのは人間

で，その時最初に「私がいきます」

という技術者がいたという話がプロ

ジェクト X27 に掲載されています。

こんなとき「私がいきます。いって

作業を完遂し高架橋を復元します」

と言ってくれるロボットが居たらど

んなに頼もしいでしょう。

こんなことを言っていても，ロボ

ットも死んだら困る。そんな危険作

業は承服しかねる。と言うのがロボ

ット製作者の思い遣りではないでし

ょうか。

今月号はロボット・無人化施工に

関する特集号でした。ロボットに較

べて人間の気弱さが出た時期，編集

委員の役目も十分に果たせない中，

各方面の方々に無理なお願いをし，

ようやく発刊にこぎつけました。こ

の編集を通じ，改めて各方面からの

建設に対する技術の結集力の強さ

に，まだまだ魅力ある業界であるの

かなと再認識いたしました。最後に

なりましたがロボット・無人化施工

を目指して，その技術による新たな

建設の発展を祈願しまして，また不

自由な中，ご執筆頂きました方々に

深く感謝申し上げます。

（大林・久留島）
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1 月号「建設機械特集」予告
・今後の建設施工の機械化～試行的ロードマップ作り～
・これからの重点政策～次の世代に引き継ぐ国土づくり・くらしづくり～
・「建設産業政策 2007」について
・建設機械マーケットの変遷
・道路建設における情報化施工の現状と今後の展望
・施工面から見た建設機械の動向と要望
・建設施工の機械化の歴史
・建設機械用モニタの歴史と進化
・建設機械の盗難防止装置
・ 2種類のバッテリ駆動ショベルの開発と今後の展開
・未来型クレーンの考察
・油圧ショベルの運転席の過去～将来―これまでの取り組みと今後の展開―
・施工総研における新機種，新商品の開発
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